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　世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス。今後、寒くなるにつれてイ
ンフルエンザとの同時流行が心配されています。より一層感染予防対策には気を
付けていかなければなりません。
　前回は議会が行った【新型コロナウイルス感染症支援対策への提言】について
特集しましたが、今回は「新型コロナウイルス感染症対策、支援策」について特
集します。

対策したもの
◆ 庁舎など公共施設の感染予防対策
◆ 小中学校の水道の蛇口の取り換え
◆ 防災訓練で感染症の対策を行った避難所開設訓練の実施
     
これから対策するもの
◆ 小中学校分散学習環境整備事業
　 （小中学校の特別教室のエアコン設置）
◆ 小中学校 ICT 教育環境推進事業
　 （コロナ禍において、全ての子どもたちの学びを保障できる環境を早急に整備する）
◆ 公共施設のトイレの洋式化
◆ 保育園、幼稚園等に新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業

継続中の支援
◆ 特別定額給付金が支給されない新生児に対する給付金支給
　 （令和３年４月１日生まれまでの新生児に給付）
◆ 使わないマスクの回収ボックスの設置
　 （社会福祉協議会でマスク回収ボックスを設置しマスクを必要とする施設に配布予定）
◆ 市単独持続化給付金事業
　 （国の給付金対象外で３月から６月の間１ヵ月の売り上げが前年度比30％以上50％未満
　 の事業所、農家等に20万円）
◆ 信用保証料の助成
　 （県と市で信用保証料を全額助成）
◆ 自治会活動新型コロナウイルス対策支援事業
　 （新型コロナウイルス感染症の影響で自粛、または縮小している地域活動を安全で安心
　 して継続実施するための対策を講ずる自治会に対して補助金を交付。） 
◆ 中央市食べて応援！ “心”あるまちへ活性化キャンペーン事業
　 （登録された市内飲食店を利用した世帯を対象に、利用代金の半額｟上限額5,000円｠を
　 補助。11月30日まで延長） 
◆ 雇用支援対策事業
　 （新型コロナウイルス感染拡大により雇用において影響を受けた方を令和３年３月まで
　 採用する） 
◆ 家計急変学生等支援事業
　 （新型コロナウイルス感染症の影響によりアルバイト収入が大きく減少した学生を臨時
　 雇用し、就学継続の支援をする）
     
今後の支援
◆ 高齢者支援タクシー事業
　 （75歳以上高齢者）

◆ 障がい者(児)感染拡大防止対策用品支給事業

◆ 子ども・妊婦インフルエンザ予防接種費用助成事業
　 （６ケ月～18歳、妊婦）

□ 人混みや３密のある場所を避けましょう。
□ 人と人との距離の確保、マスクの着用、手洗いうがいなどを徹底しましょう。
□ 感染者を誹謗中傷するのを止め、相談しやすい環境を作りましょう。
□ 新型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA（ココア）を
　 インストールしましょう。
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借金 （市債の令和元年度末現在高） 289億7,057万円

貯金 （基金の令和元年度末現在高）

市民１人あたり…約94万円

市民１人あたり…約24万円

　※一般会計・各特別会計・企業会計を含む

中央市の借金と貯金の状況は？

（単位：億円）

　72億9,711万円

　９月定例会が、９月４日から25日までの22日間の会期で開催され、
市長提案の令和元年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出決算認定
10件、条例改正６件、補正予算６件（うち専決処分１件）、その他の案件
１件、また、請願１件、議員提出議案２件を審議しました。

　一般会計の決算額は、歳入総額164億3,687万円、歳出総額148億
7,494万円で歳入歳出差引額15億6,192万円となりました。
　財政状況を表す経常収支比率※1は88.8％と昨年度よりも1.9ポイント
上昇し、財政力指数※２は0.69となりました。

 　 経常収支比率
政策的にある程度自由に使える金額と、人件費や
社会保障費、借金の返済など使い道が決まってい
て縮減が難しい金額との比率を指します。この数
値が高いと新規事業や臨時の費用が必要なときに
資金を充てることが難しくなってしまいます。

※1  　 財政力指数
財政力の強弱を示す指数で、経常
収支比率とは反対に、数値が高い
ほど（1.00に近い、あるいは1.00を
超えるほど）財政に余裕があると
されています。

※2

令和元年度各会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています。）

（１万円未満を四捨五入しているため、差引額が一致しない場合があります。）

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

地域包括支援センター

簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

田富よし原処理センター事業

164億3,687万円

31億9,586万円

2億8,440万円

20億5,170万円

708万円

2億7,207万円

12億7,494万円

5億7,218万円

1億2,342万円

148億7,494万円

31億6,096万円

2億8,250万円

20億48万円

708万円

2億5,348万円

12億409万円

5億3,504万円

7,762万円

15億6,192万円

3,490万円

190万円

5,122万円

0万円

1,859万円

7,085万円

3,714万円

4,580万円

2億7,683万円

9,025万円

2億3,357万円

2億8,657万円

用 語 解 説

収益的支出

資本的支出

収益的収入

資本的収入
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令和元年度
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
（１万円未満は四捨五入しています）

133億398万円133億398万円
129億3,185万円129億3,185万円

142億2,179万円142億2,179万円

172億7,357万円172億7,357万円
164億3,687万円164億3,687万円

119億5,656万円119億5,656万円
112億1,879万円112億1,879万円

159億989万円159億989万円
148億7,494万円148億7,494万円

130億2,961万円130億2,961万円

歳入総額 歳出総額

過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移



令 和 元 年 度 決 算 概 要 令 和 元 年 度 決 算 概 要

１４８億７,４９４万円を認定１４８億７,４９４万円を認定一般会計の歳出一般会計の歳出一般会計の歳出一般会計の歳出

借金 （市債の令和元年度末現在高） 289億7,057万円

貯金 （基金の令和元年度末現在高）

市民１人あたり…約94万円

市民１人あたり…約24万円

　※一般会計・各特別会計・企業会計を含む

中央市の借金と貯金の状況は？

（単位：億円）

　72億9,711万円

　９月定例会が、９月４日から25日までの22日間の会期で開催され、
市長提案の令和元年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出決算認定
10件、条例改正６件、補正予算６件（うち専決処分１件）、その他の案件
１件、また、請願１件、議員提出議案２件を審議しました。

　一般会計の決算額は、歳入総額164億3,687万円、歳出総額148億
7,494万円で歳入歳出差引額15億6,192万円となりました。
　財政状況を表す経常収支比率※1は88.8％と昨年度よりも1.9ポイント
上昇し、財政力指数※２は0.69となりました。

 　 経常収支比率
政策的にある程度自由に使える金額と、人件費や
社会保障費、借金の返済など使い道が決まってい
て縮減が難しい金額との比率を指します。この数
値が高いと新規事業や臨時の費用が必要なときに
資金を充てることが難しくなってしまいます。

※1  　 財政力指数
財政力の強弱を示す指数で、経常
収支比率とは反対に、数値が高い
ほど（1.00に近い、あるいは1.00を
超えるほど）財政に余裕があると
されています。

※2

令和元年度各会計決算額 （1万円未満は四捨五入しています。）

（１万円未満を四捨五入しているため、差引額が一致しない場合があります。）

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

地域包括支援センター

簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

田富よし原処理センター事業

164億3,687万円

31億9,586万円

2億8,440万円

20億5,170万円

708万円

2億7,207万円

12億7,494万円

5億7,218万円

1億2,342万円

148億7,494万円

31億6,096万円

2億8,250万円

20億48万円

708万円

2億5,348万円

12億409万円

5億3,504万円

7,762万円

15億6,192万円

3,490万円

190万円

5,122万円

0万円

1,859万円

7,085万円

3,714万円

4,580万円

2億7,683万円

9,025万円

2億3,357万円

2億8,657万円

用 語 解 説

収益的支出

資本的支出

収益的収入

資本的収入
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
（１万円未満は四捨五入しています）

133億398万円133億398万円
129億3,185万円129億3,185万円

142億2,179万円142億2,179万円

172億7,357万円172億7,357万円
164億3,687万円164億3,687万円

119億5,656万円119億5,656万円
112億1,879万円112億1,879万円

159億989万円159億989万円
148億7,494万円148億7,494万円

130億2,961万円130億2,961万円

歳入総額 歳出総額

過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移過去５年間の決算額の推移



　都道府県や市区町村には「実質赤字」「連結実質赤字」「実質公債費」「将来負担」の四つ
の指標と公営企業会計ごとの「資金不足」の比率を毎年度公表することが義務づけられていま
す。一定の基準を超えると、財政健全化計画を策定して県や国への報告が必要になったり、総
務大臣の許可を得なければ地方債が発行できなくなったりします。

　中央市の令和元年度の数値は全て基準を下回っており、財政状況が著しく悪化している
状況にはないことが示されました。
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と
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財政健全化判断比率および資金不足比率

監
査
委
員
の
意
見
と
決
算
の
要
旨

要　旨

令和元年度　財政健全化判断比率 資金不足比率
実質赤字

比率
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

－
（13.70％）

連結実質
赤字比率
－

（18.70％）

実質公債費
比率
9.0

（25.0％）

 将来負担
比率
33.1

（350.0％）
※実質赤字比率・連結実質赤字比率は、黒字となることから
　「－』表示としている。
※（  ）内は国の定めた早期健全化基準となる比率を示す。

※資金不足比率は、資金剰余（黒字）であることから「－」表示と
　している。

上 水 道 事 業 会 計
簡易水道事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別
農業集落排水事業特別会計

－
－
－
－

20.0％
20.0％
20.0％
20.0％



6億3,309万円を増額
１74 4，590

●総務費 ふるさとづくり応援給付金事業 ５，０００万円
自治会活動新型コロナウイルス対策支援事業 ９８２万円

●民生費 高齢者支援タクシー事業 ２，８９４万円
地域で暮らす感染予防応援グッズ支給事業 ９７５万円
子ども妊婦インフルエンザ予防接種費用助成事業 １，９０３万円

●商工費 市単独持続化給付金給付事業 ３，３６０万円

●教育費 小学校ICT教育環境推進事業備品購入 １億４，６２７万円
中学校ICT教育環境推進事業備品購入 ７，６１１万円
埋蔵文化財発掘調査事業 ４５０万円

介護保険特別会計 １，０８６万円 ２２億１，７０７万円

会　　計　　名 補 正 額 総　　額

収益的収入

収益的支出

５８５万円

５８５万円

補 正 額

８億１，２４３万円

８億１，２４３万円

総　額

資本的収入

資本的支出

▲４４２万円

▲８９７万円

補 正 額

７億８，２３３万円

８億７，２９５万円

総　額

決算以外の９月定例会に上程された案件は以下のとおりです。

一般会計補正予算（第４号から第６号）一般会計補正予算（第４号から第６号）

企業会計の補正予算　　企業会計の補正予算　　

特別会計の補正予算　特別会計の補正予算　

公共下水道事業会計

収益的収入

収益的支出

▲４０６万円

▲４０６万円

補 正 額

２億５，６７０万円

２億５，６７０万円

総　額

資本的収入

資本的支出

▲３９７万円

▲２４２万円

補 正 額

１億９万円

１億３，３２０万円

総　額
農業集落排水事業会計

（１万円未満は四捨五入しています。）



主な条例案件主な条例案件
市の発展に著しく貢献した者の功績と栄誉を称え中央市名誉
市民条例が制定されます。

地域型保育事業所卒園後の受入先確保のため基準を一部
見直します。

●中央市名誉市民条例制定の件（施行期日：公布の日）

●中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
　条例中改正の件（施行期日：公布の日）

豊富診療所の閉院に伴い中央市立豊富診療所条例を廃止
します。

●中央市立豊富診療所条例廃止の件（施行期日：公布の日）

・ 目的 ・ 称号を贈る条件
・ 決定 ・ 待遇
・ 称号の取り消し ・ 委任

・ 子供・子育て支援法の一部改正に伴う引用条項の訂正
・ 地域型保育事業所卒園後の受入先確保のための連携施設の確保について、さまざまな対応
 策の活用により引き続き教育・保育の提供を受けることができる場合には不要とする見直し。

おもな
制定内容

おもな
改正内容

教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担
制度拡充を図るための請願書
請 願 者

紹介議員

中央市ＰＴＡ連絡協議会会長 渡邊　　伸
中央市公立小中学校長会会長 藤巻　　稔
中央市公立小中学校教頭会会長 田中　真也
山梨県教職員組合中巨摩支部執行委員長 佐藤　栄志

笹本　　昇 採択

請願審査・意見書の提出請願審査・意見書の提出

審議結果



教職員定数改善、少人数学級推進及び義務教育費国庫負担
制度拡充を図るための意見書

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

井口　　貢

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣　総務大臣

山本　六男　　田中　一臣提出議員 賛成議員

要　　旨

要　　旨

提 出 先

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　総務大臣　財務大臣　
経済産業大臣　経済再生担当大臣　まち・ひと・しごと創生担当大臣提 出 先

１　計画的な教職員定数改善をすすめるとともに、少人数学級の推進を図ること。
１　義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を
  堅持すること。
１　教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。
　  地方自治体が計画的に教育行政を進めることができるよう、以上の措置を講じられるよう強く要請するもの。

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、臨時財
政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を確保す
ること。

３　令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を講じるとと
もに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制につ
いては、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断すること。

５　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、土地・家屋・
償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例の措置として、
やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期
限の到来をもって確実に終了すること。

金丸　俊明 井口　　貢　　田中　　清
小池　章治　　斉藤　雅浩提出議員 賛成議員

国は地方分権と称し地方に権限移譲を進め
てきた。しかし、国からの財源の移譲はまだ十分
なものではない。このため地方の財源を担ってい
る住民税、地方消費税、固定資産税を確保すること
は、地方自治体にとって重要なことである。今後、
起こる災害や、コロナ禍の状況で、地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保が必要と考えるた
め賛成する。

賛 成 反 対
この意見書の表現では、国に消費税に

もっと頼ってほしい。また、固定資産税の納
税者への軽減措置自体を続けないように求めてい
る。新型コロナの影響はいつまで続くかわからず、
地方議員や地方議会は、地方自治体の財政のこと
は気にしていても、地域経済や市民の暮らしには
関心がないと言われかねない。

国は地方分権と称し地方に権限移譲を進め
てきた。しかし、国からの財源の移譲はまだ十分

この意見書の表現では、国に消費税に
もっと頼ってほしい。また、固定資産税の納

討  論



令和２年第３回定例会審議結果 ○賛成　×反対　（福田 清美 議長を除く）

種別 案　件　名

副

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

公

明

党

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

無 

所 

属 結 　

果金
丸
俊
明

田
中
一
臣

井
口
　
貢

伊
藤
公
夫

名
執
義
髙

小
池
章
治

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本　

昇

薬
袋　

正

田
中
輝
美

田
中　

清

小
池
満
男

江
間
政
雄

木
下
友
貴

新
海
一
芳

中
沢
美
恵

条例
案件

名誉市民条例制定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

手数料条例中改正の件

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例中改正の件

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例中改正の件

スポーツ施設条例及び使用料徴収条例中改正の件

市立豊富診療所条例廃止の件

令 和
2年度
補 正
予 算

専決処分の承認を求める件
（一般会計補正予算【第4号】） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

一般会計補正予算（第5号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般会計補正予算（第6号）

介護保険特別会計補正予算（第1号）

公共下水道事業会計補正予算（第1号）

農業集落排水事業会計補正予算（第1号）

令 和
元年度
決 算
認 定

一般会計歳入歳出決算認定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件

介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件

地域包括支援センター特別会計歳入歳出決算認定
の件

簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件

下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件

農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定の件

田富よし原処理センター事業特別会計歳入歳出決
算認定の件

上水道事業会計決算認定の件

その他 市道路線認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育
費国庫負担制度拡充を図るための請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

意見書

職員定数改善、少人数学級推進及び義務教育費
国庫負担制度拡充を図るための意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意
見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○



市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告市 長 行 政 報 告

行
政
報
告

　
　「ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　宣
言
」に
つ
い
て

　　
７
月
28
日
、中
央
市
や
北
茨

城
市
な
ど
関
東
地
域
の
40
団

体
と
民
間
事
業
者
２
社
で
構

成
さ
れ
る「
廃
棄
物
と
環
境
を

考
え
る
協
議
会
」に
お
い
て
、２

０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
す「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」の
共
同
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

　
近
年
の
集
中
豪
雨
や
巨
大

台
風
等
に
よ
る
自
然
災
害
は

地
球
温
暖
化
に
よ
る「
気
候
危

機
」と
言
わ
れ
、
地
球
規
模
の

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
中
、協
議
会
で
は
平
成
25

年
の
設
立
以
降
、排
出
者
、受

入
者
、処
分
者
の
３
者
が
連
携

協
力
す
る
こ
と
で
廃
棄
物
の

減
量
化
、
資
源
化
を
促
進
し
、

循
環
型
社
会
の
構
築
と
地
球

環
境
の
保
全
に
努
め
て
き
ま

し
た
。今
後
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」の
実
現
を
目
指
し
、二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ

ロ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　　一人
10
万
円
の
給
付
金
を
支

給
す
る
特
別
定
額
給
付
金
に

つ
い
て
は
、
５
月
15
日
か
ら
申

請
受
付
を
開
始
し
、
８
月
19

日
に
申
請
の
受
付
を
終
了
し

ま
し
た
。最
終
的
な
給
付
金
の

支
給
状
況
は
、
対
象
世
帯
の

99・５
％
に
あ
た
る
１
３
、３
４

７
世
帯
に
30
億
９
、３
７
０
万

円
を
給
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
　中
央
市
単
独
持
続
化

　給
付
金
給
付
事
業
に

　つい
て

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
中
小
企
業
者

等
の
事
業
の
継
続
を
支
え
る

た
め
、
国
の
持
続
化
給
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
かっ
た
中
小
企

業
者
等
に
、市
独
自
で
一
律
20

万
円
の
給
付
金
を
支
給
す
る

事
業
で
す
。９
月
１
日
か
ら
産

業
課
で
受
付
業
務
を
開
始
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
市

内
中
小
企
業
者
等
の
一
助
に

な
る
よ
う
活
用
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

　
　食
べ
て
応
援「
心（
し
ん
）」

　あ
る
ま
ち
へ
活
性
化

　事
業
に
つ
い
て

　　
市
内
の
飲
食
店
と
タ
ク
シ

ー
業
者
の
参
加
協
力
を
得
て
、

既
に
８
月
１
日
か
ら
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
案
内

と
な
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
委
託

業
者
の
不
手
際
に
よ
り
一
部

地
区
へ
配
布
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

田
富
・
玉
穂
地
区
の
全
世
帯

に
対
し
て
再
度
配
布
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。ま
た
、
飲
食

店
の
利
用
期
間
に
つい
て
も
11

月
30
日
ま
で
延
長
し
、飲
食
店

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

ゼロカーボンシティの
　　　　　実現を目指して
ゼロカーボンシティの
　　　　　実現を目指して
ゼロカーボンシティの
　　　　　実現を目指して

小
泉
環
境
大
臣
へ
表
敬
訪
問



市の考えを問う市の考えを問う 一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
金
丸
議
員
：
企
業
誘
致
の
進

捗
状
況

市
長
：
山
梨
県
に
お
い
て

は
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ

ス
・
コ
リ
ド
ー
推
進
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
医
療
機
器
関

連
産
業
の
集
積
と
振
興
に
向

け
た
支
援
体
制
を
強
化
し
て

い
る
。
大
学
病
院
が
あ
る
本

市
も
こ
の
計
画
へ
の
参
画
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
本
市
の
立
地
優
位
性
と

環
境
優
位
性
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
、「
医
療
の
ま
ち
」
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

金
丸
議
員
：
雇
用
の
創
出
策

と
新
た
な
税
収
の
確
保

政
策
秘
書
課
長
：
本
市
で
は

製
造
業
者
の
本
社
移
転
や
大

規
模
な
物
流
拠
点
の
造
成
工

事
が
着
手
さ
れ
る
な
ど
、
雇

用
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野

に
お
い
て
地
域
経
済
を
牽
引

し
て
い
く
企
業
が
参
入
し
て

き
て
お
り
、
本
市
の
増
収
や

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
　
義
髙
議
員
　

　
田
中
　
輝
美
議
員
　

田
中
議
員
：
コ
ロ
ナ
時
代
移

住
先
対
策
は

市
長
：
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
伴

い
、
就
業
す
る
人
々
の
住
ま

い
や
仕
事
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
特

色
あ
る
移
住
定
住
策
を
考
え

て
い
く
。

田
中
議
員
：
終
活
応
援
窓
口

の
設
置

長
寿
推
進
課
長
：
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
総
合

相
談
・
支
援
事
業
な
ど
多
面

的
な
支
援
を
展
開
し
、
そ
の

一
環
と
し
て
窓
口
に
終
活

ノ
ー
ト
を
配
備
し
て
い
る
。

ノ
ー
ト
の
作
成
に
対
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
や
財
産
等
の
必
要

な
手
続
き
に
つ
い
て
は
担
当

部
署
へ
の
案
内
も
行
な
っ
て

い
る
。

田
中
議
員
：
保
育
現
場
へ
の

支
援
員
配
置

子
育
て
支
援
課
長
：
今
回
の

補
正
予
算
に
計
上
し
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
た
め
の
消
毒

や
清
掃
を
行
う
支
援
員
１
名

を
配
置
す
る
。

金
丸
　
俊
明 

議
員

企
業
誘
致
は

医
療
の
ま
ち
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

コロナ時代移住先対策

ニーズの変化を的確に
捉え、特色ある移住定住
策を考える

田中　　清 議員

造
成
中
の
ロ
ジ
パ
ー
ク提供　法務省



リ
ー
ダ
ー
研
修
会

山
本
議
員
：
危
機
管
理
、
防

災
に
つ
い
て

市
長
：
防
災
専
門
家
の
意
見

を
ど
の
様
に
受
け
止
め
る
か

に
つ
い
て
は
、
中
央
市
総
合

防
災
訓
練
に
お
い
て
県
や
山

梨
大
学
・
鈴
木
教
授
を
は
じ

め
、
自
主
防
災
会
の
協
力
の

も
と
実
施
し
て
い
る
。

山
本
議
員
：
防
災
マ
ニ
�
ア

ル
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
�
プ
、
浸

水
深
を
如
何
に
読
み
解
く
か

危
機
管
理
課
長
：
中
央
市
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
�
プ
は
、
国
及

び
県
で
発
表
し
て
い
る
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
を
基
に
策

定
し
て
い
る
。
国
管
理
の
２

河
川
、
県
管
理
の
５
河
川
の

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
最
大
規

模
の
降
雨
条
件
を
前
提
と
し

た
洪
水
浸
水
想
定
区
域
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

浸
水
深
を
重
ね
合
わ
せ
た
も

の
が
中
央
市
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
�
プ
に
な
る
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
　
昇
議
員

　
田
中
　
輝
美
議
員

中
沢
議
員
：
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
の
年
齢
拡
大
に
つ
い

て子
育
て
支
援
課
長
：
本
市
で

は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
10

月
よ
り
、
小
学
６
年
生
ま
で

を
、
中
学
３
年
生
ま
で
に
年

齢
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
、
子
ど
も

医
療
費
無
償
化
の
年
齢
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。

中
沢
議
員
：
市
立
保
育
園
の

在
り
方

子
育
て
支
援
課
特
命
監
：
市

で
は
「
中
央
市
公
立
保
育
所

在
り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
、

「
統
廃
合
」「
民
営
化
」
を
推

進
す
る
よ
う
に
と
の
提
言
を

受
け
た
。
市
で
は
こ
の
提
言

を
踏
ま
え
、
施
設
の
再
編
に

お
い
て
想
定
さ
れ
る
課
題
を

抽
出
、
検
証
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
具
体
的
な
保
育
所
体
制

の
方
針
を
示
す
「
中
央
市
公

立
保
育
所
再
編
基
本
計
画
」

の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

山
本
　
六
男 

議
員

ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ
等
を
如
何
に

読
み
解
く
か

中
央
市
の
ハ
ザ
�
ド
マ
�
プ
は
、

国
及
び
県
で
発
表
し
て
い
る
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
を
基
に
策
定
し
て
い
る

市立保育園の在り方

「中央市公立保育所再編基
本計画」の策定作業を進
めている

中沢　美恵 議員

子
ど
も
医
療
費
助
成
金
受
給
者
証



小
池
議
員
：
環
境
整
備
に
つ

い
て

都
市
計
画
課
長
：
総
合
防

災
公
園
へ
の
植
樹
に
つ
い

て
は
、
公
園
内
の
外
周
を
一

周
回
遊
で
き
る
園
路
を
整
備

し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
植
樹
を

行
う
と
と
も
に
、
遊
歩
道
等

に
も
植
樹
し
て
い
く
計
画
で

あ
り
、
公
園
を
訪
れ
る
人
が

快
適
に
過
ご
し
、
憩
え
る
場

と
な
る
よ
う
、
園
路
沿
い
や

遊
歩
道
の
木
陰
の
下も

と

に
ベ
ン

チ
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

小
池
議
員
：
小
・
中
生
徒
の

視
力
低
下
に
つ
い
て

教
育
総
務
課
長
：
今
後
は
Ｉ

Ｔ
関
連
の
授
業
が
益
々
多
く

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
の

で
、
学
校
現
場
で
も
、
視
力

低
下
等
、
健
康
面
に
つ
い
て

引
き
続
き
、
指
導
・
助
言
し

て
い
く
。

小
池
議
員
：
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化

管
財
課
長
：
こ
れ
ま
で
も
計

画
的
に
整
備
を
行
な
っ
て
き

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策

と
し
て
、
公
園
や
図
書
館
等

各
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
進
め
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
斉
藤
　
雅
浩
議
員

　
江
間
　
政
雄
議
員

新
海
議
員
：
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
中
央
市
の
対
応

教
育
総
務
課
長
：
学
校
行
事

の
縮
小
に
よ
る
教
育
不
足
等

の
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
確
保
で
き
る
時
数
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
学
習
活
動

の
重
点
化
等
を
工
夫
し
、
教

育
課
程
の
再
編
成
を
行
な
っ

て
い
る
。

政
策
秘
書
課
長
：
新
し
い
生

活
様
式
へ
の
移
行
を
推
進
し
、

現
在
行
な
っ
て
い
る
様
々
な

支
援
事
業
の
周
知
徹
底
を
図

り
、
必
要
な
方
へ
必
要
な
支

援
が
迅
速
に
届
く
よ
う
取
り

組
み
を
行
な
う
こ
と
が
最
優

先
と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
課
長
：
災
害
時
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
国
や
専

門
機
関
な
ど
か
ら
発
信
さ
れ

る
最
新
の
情
報
を
収
集
し
な

が
ら
、
何
が
正
し
く
、
何
を

す
れ
ば
良
い
の
か
を
見
極

め
、
対
策
を
進
め
て
い
く
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
は

社
協
と
協
議
し
な
が
ら
最
善

の
方
法
を
と
っ
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
　
政
雄
議
員

　
田
中
　
　
清
議
員

小
池
　
満
男 

議
員

環
境
整
備
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

進
め
る

コロナ禍における
市の対応
最新の情報を収集しながら、
なすべきことを見極め、
対策を進める

新海　一芳 議員

社
協
で
設
置
し
た
マ
ス
ク
ポ
ス
ト

防
災
公
園
工
事
現
場



名
執
議
員
：
登
録
品
種
の
種

取
り
禁
止
と
流
失
問
題

産
業
課
長
：
日
本
育
成
種
苗

の
海
外
流
出
に
つ
い
て
は
、

国
が
よ
り
効
果
的
な
方
法
に

つ
い
て
、
改
正
の
施
行
を
伸

ば
し
た
中
で
検
討
し
て
い
る

と
思
う
。
ま
た
、
県
及
び
Ｊ

Ａ
等
と
協
議
し
市
民
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

名
執
議
員
：
食
料
の
安
全
保

障
・
グ
ロ
ー
バ
ル
種
子
企
業

に
よ
る
種
子
の
寡
占
化
に
つ

い
て

産
業
課
長
：
中
央
市
に
お
い

て
生
産
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
品
種
は
、
自
家
増
殖
し

て
お
ら
ず
、
種
苗
会
社
が
育

成
し
た
登
録
品
種
の
苗
を
購

入
し
て
い
る
た
め
、
本
市
に

は
影
響
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
種
苗
法
で
自
家
増
殖

に
許
諾
が
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
国
や
試
験
場
が
開
発
し
、

登
録
さ
れ
た
登
録
品
種
の
み
で

あ
る
。

名
執
議
員
：
中
央
市
版
「
ジ

ー
ン
バ
ン
ク
」
推
進

木
下
議
員
：
コ
ロ
ナ
対
策
は

健
康
増
進
課
長
：
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
の
医
大
と
の
連

携
に
お
い
て
は
、
山
梨
大
学

が
行
な
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
中

央
市
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
感

染
に
対
す
る
対
応
策
等
を
医

学
的
観
点
か
ら
相
談
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
り
、
指
導
を

い
た
だ
く
こ
と
は
あ
る
。

福
祉
課
長
：
総
合
会
館
等
の

部
屋
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
、
使
用
料
の
減
免
・
免
除

は
考
え
て
い
な
い
。

政
策
秘
書
課
長
：
給
食
費
等

無
償
化
の
期
間
延
長
は
考
え

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
本
市

で
行
っ
て
き
た
支
援
対
策
に

つ
い
て
は
、
財
源
確
保
に
応

じ
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た

い
。

木
下
議
員
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
を

市
長
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
は
、
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
妊
婦
と
生
後
６
ヶ
月

か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

対
象
に
１
回
２
、５
０
０
円
の

助
成
を
、
今
年
度
限
り
の
措

置
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

名
執
　
義
髙 

議
員

種
苗
法
改
正
で
中
央
市
の
農
業
は

ど
う
な
る

登
録
品
種
の
苗
を
使
用
す
る
た
め
、

本
市
に
は
影
響
な
い
と
思
わ
れ
る

新型コロナウイルス対策

支援対策については、
財源確保に応じた
取り組みを検討したい

木下　友貴 議員

特定非営利活動法人 
アジア太平洋資料センター（PARC)

産
業
課
長
：
他
の
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
小
池
　
満
男
議
員

　
田
中
　
輝
美
議
員



田
中
議
員
：
見
守
り
ス
テ
�

カ
ー
の
導
入
は

長
寿
推
進
課
長
：
現
時
点
で

の
見
守
り
ス
テ
�
カ
ー
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

田
中
議
員
：
障
が
い
者
福
祉

へ
の
対
応

市
長
：
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
の
新
た
な
仕
組
み
に
つ

い
て
は
、
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

福
祉
課
長
：
コ
ミ
�
ニ
ケ
ー

シ
�
ン
支
援
ボ
ー
ド
は
、
設

置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

田
中
議
員
：
「
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
」
へ
の
展
望

企
画
課
長
：
Ｉ
Ｔ
基
本
法
の

改
正
内
容
及
び
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

田
中
議
員
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
普
及
状
況
と
今
後
の
普
及

促
進
へ
の
取
り
組
み

市
民
環
境
課
長
：
令
和
２
年

７
月
31
日
時
点
で
、
申
請
件

数
７
、３
３
５
件
。
今
後
は
出

張
申
請
等
も
考
え
る
中
で
、
取

得
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
　
義
髙
議
員

田
中
　
輝
美 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
の
普
及

促
進
は

出
張
申
請
も
考
え
る
中
で
取
得
率
の

向
上
を
図
る

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
名
誉
市
民
条
例
制
定
の
件

︿
政
策
秘
書
課
﹀

問
：
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
方
の

顔
写
真
等
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
等
の
対
応
は
あ
る
の
か
。 

答
：
市
広
報
へ
の
掲
載
や
市
主
催
行
事

へ
の
出
席
等
、
状
況
に
応
じ
て
具
体
的
な

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
5
号
︶

︿
管 

財 

課
﹀

問
：
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
現
状
は
。 

答
：
和
式
の
ト
イ
レ
は
、
田
富
中
学
校

で
27
ヶ
所
、
田
富
小
学
校
で
20
ヶ
所
、
田

富
南
小
学
校
で
６
ヶ
所
、
三
村
小
学
校
で

10
ヶ
所
、
玉
穂
南
小
学
校
で
10
ヶ
所
、
田

富
南
小
学
校
体
育
館
で
１
ヶ
所
あ
り
、
そ

の
他
は
洋
式
化
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
玉

穂
南
小
学
校
体
育
館
の
女
子
ト
イ
レ
の

み
改
修
を
行
い
、
そ
の
他
は
順
次
、
計
画

的
に
整
備
し
て
い
く
。

︿
教
育
総
務
課
﹀

問
：
防
犯
カ
メ
ラ
を
田
富
小
学
校
と

田
富
中
学
校
に
設
置
す
る
が
、
ど
の
よ
う

な
場
所
に
設
置
す
る
の
か
。 

答
：
学
校
と
の
協
議
に
よ
り
小
学
校
４

台
、
中
学
校
４
台
、
死
角
等
に
設
置
す
る
。

外
部
者
が
学
校
敷
地
内
に
入
り
い
た
ず
ら

等
の
事
案
が
発
生
し
た
た
め
緊
急
的
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

問
：
豊
富
小
学
校
の
正
門
の
施
錠
が
で

き
な
い
た
め
、
外
部
者
が
出
入
り
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
豊
富
小

学
校
の
外
構
工
事
の
内
容
は
。 

答
：
今
後
、
全
体
的
な
門
な
ど
へ
の
計

画
を
予
定
し
て
い
る
が
、
今
回
の
補
正

予
算
の
内
容
は
、
校
舎
周
り
と
敷
地
周

り
の
外
構
工
事
と
な
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

︿
政
策
秘
書
課
﹀

問
：
若
者
世
帯
定
住
奨
励
金
は
夫
及
び

妻
が
満
40
歳
未
満
で
あ
る
夫
婦
と
あ
る

が
、
晩
婚
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
の
中

で
、
今
後
要
件
や
奨
励
金
の
額
等
の
見

直
し
は
あ
る
の
か
。 

答
：
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
の
時
限
制
度
で
あ
り
、
現
在
の
要
件

等
の
中
で
実
施
し
て
い
く
。
今
後
、
新
た

な
定
住
策
と
し
て
拡
充
す
る
必
要
が
あ
っ

た
場
合
は
検
討
し
て
い
く
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
現
状
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド



厚
生
常
任
委
員
会

　

家
庭
的
保
育
事
業
と
は

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

都
市
公
園
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
は

中
央
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
中
改
正
の
件

︿
子
育
て
支
援
﹀

問
：
家
庭
的
保
育
事
業
の
説
明
を
。

ま
た
連
携
施
設
と
は
。 

答
：
家
庭
的
保
育
事
業
と
は
、
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
の
１
人
以
上
５
人
以

下
の
少
人
数
の
保
育
事
業
で
あ
る
。

連
携
と
は
、
地
域
的
保
育
事
業
で
３

歳
児
に
な
っ
た
と
き
に
別
の
施
設
に

移
行
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の

連
携
を
行
う
。

問
：
家
庭
的
保
育
事
業
の
本
市
で
の

待
機
児
童
や
３
歳
未
満
児
の
需
要
の

実
態
は
。 

答
：
市
で
は
６
人
以
上
19
人
以
下
の

小
規
模
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
る

た
め
充
足
し
て
い
る
。

中
央
市
立
豊
富
診
療
所
条
例
廃
止
の
件

︿
健
康
増
進
課
﹀

問
：
条
例
廃
止
後
の
工
程
は
。

答
：
現
状
に
お
い
て
新
た
に
医
院
を

開
院
し
た
い
と
い
う
申
出
は
な
い
。

備
品
等
に
つ
い
て
は
医
師
が
片
付
け

て
残
っ
た
物
で
使
え
る
物
は
使
っ
て

い
く
。今
後
の
解
体
等
に
つ
い
て
は
、

市
管
財
課
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

︿
市
民
環
境
課
﹀

問
：
猫
の
避
妊
手
術
が
31
万
１
千
円

増
加
し
た
と
あ
る
が
、
近
隣
で
野
良

猫
の
糞
尿
や
悪
臭
等
の
苦
情
が
多
く

あ
る
。
市
で
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

答
：
猫
は
登
録
制
度
で
な
く
、
ま
た

法
令
に
よ
り
む
や
み
に
捕
獲
や
処
分

で
き
な
い
た
め
、
苦
情
等
に
は
、
職

員
が
現
地
に
て
被
害
状
況
を
確
認
す

る
中
で
飼
い
主
に
適
正
に
飼
育
す
る

よ
う
指
導
を
し
て
い
る
。

問
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
に
よ
る
不
法
投
棄
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
の
内
容
は
。

答
：
２
人
１
組
体
制
で
市
内
を
巡

回
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。
令
和
元
年
度
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を

５
１
４
回
実
施
し
、
不
法
投
棄
は
49

件
、
総
量
１
９
０
５
ｔ
の
不
法
投
棄

廃
棄
物
を
処
理
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
5
号
︶

︿
産
業
課
﹀

問
：
山
梨
産
地
基
盤
パ
ワ
ー
ア
�
プ

事
業
費
補
助
金
で
、
ナ
ノ
バ
ブ
ル
発

生
装
置
導
入
に
対
す
る
補
助
と
あ
る

が
、ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。 

答
：
酸
素
ナ
ノ
バ
ブ
ル
水
に
よ
る
溶

液
栽
培
土
壌
の
酸
欠
防
止
や
特
に
夏

場
の
高
温
下
の
損
失
を
軽
減
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
生
育
促
進
を
促
し
、

数
量
の
増
加
や
労
働
コ
ス
ト
の
削
減

等
、
収
益
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

︿
都
市
計
画
課
﹀

問
：
都
市
公
園
建
設
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

答
：
令
和
元
年
度
決
算
で
の
用
地
取

得
は
、
対
象
者
18
件
中
17
件
は
用
地

取
得
を
終
え
て
い
る
。
１
件
が
未
取

得
で
あ
っ
た
た
め
、
令
和
２
年
度
も

引
き
続
き
用
地
交
渉
中
で
あ
る
。
工

事
発
注
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
発
注

し
て
お
り
、
現
在
は
令
和
元
年
度
か

ら
の
繰
越
事
業
分
の
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
繰
越
事
業
分
が
完
了

後
に
令
和
２
年
度
分
の
工
事
を
実
施

し
て
い
く
。
都
市
公
園
事
業
の
当
初

計
画
で
は
令
和
元
年
度
が
最
終
年
度

で
あ
っ
た
が
、
用
地
取
得
や
工
事
の

状
況
に
よ
り
、
事
業
計
画
を
令
和
４

年
度
ま
で
の
延
伸
を
予
定
し
て
い
る
。 

︿
産
業
課
﹀

問
：
畑
地
か
ん
が
い
用
水
を
有
効
に

使
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、
農
家
戸
数
の
増
加
等
へ
の
対
策

に
し
て
は
ど
う
か
。

答
：
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
担
い
手

を
確
保
す
る
に
は
農
地
の
集
積
化
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
目

的
に
向
け
て
圃
場
整
備
等
も
進
ん
で

い
る
。
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
畑
地
か
ん
が
い
用
水
を
有
効
利

用
し
て
担
い
手
を
募
っ
て
い
き
た
い
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
の
件

︿
水
道
課
﹀

問
：
石
綿
管
更
新
工
事
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
度
の
実
施
距
離
は
。

答
：
更
新
工
事
は
１
７
０
ｍ
実
施
し
た
。



特
別
委
員
会

　
庁
舎
統
合
に
伴
う
施
設
の
在
り

方
検
討
特
別
委
員
会
で
は
、︵
仮
称
︶

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
概

要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
豊
富
支
所
の
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
空
き
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
に
つ
い
て
意
見
等
が
出
ま

　
第
７
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
を
行
い

ま
し
た
。
前
回
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行

い
５
月
29
日
に
１
回
目
、
６
月
17

日
に
は
２
回
目
の
提
言
書
を
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
し
て
議
会
が
提

言
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
実
行
状

況
な
ど
を
調
査
、
分
析
を
行
い
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
生
活
困
窮
者
に

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別

委
員
会
で
は
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
要
望
に
つ
い
て

当
局
よ
り
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
田
富
北
小
学
校
付
近

の
工
事
が
発
注
さ
れ
住

民
に
説
明
会
を
行
う
こ

と
や
今
後
の
工
事
発
注

予
定
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
東
海

へ
防
災
フ
ー
ド
の
設
置

や
公
共
施
設
の
移
転
に

か
か
る
市
の
負
担
の
軽

減
等
の
要
望
を
行
っ
た

こ
と
の
説
明
を
受
け
、

し
た
。
今
後
も
市
か
ら
の
情
報
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
現
地
を
確

認
し
な
が
ら
使
い
や
す
い
施
設
に

な
る
よ
う

調
査
研
究

し
て
い
き

ま
す
。

対
し
て
の
食
糧
支
援
を
行
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し

て
、
支
援
し
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
の
か
、
県
内
の
市
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
県
や
国
に
さ
ら
な
る

支
援
を
求
め
る
意
見
書
を
出
し
て

は
ど
う
か
、
な
ど
委
員
か
ら
多
く

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
い
つ
終
息
す
る
か
わ

か
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
支
援
策
や
対
策
等
、
調

査
、
研
究
を
行
い
関
係
機
関
へ
の

提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

委
員
か
ら
は
工
事
の
安
全
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
等
多
く
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

庁
舎
統
合
に
伴
う
施
設
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
建
設
予
定
地

感染対策された窓口



随意契約の勉強会開催 !!

　議会では９月18日に議員全員で中央市の随意契約について勉強会を行いました。
　管財課の職員から地方自治法や規則等をもとに随意契約ができる条件など説明を受
けました。
　勉強会の内容や出た質問等、随意契約について、まとめたので報告します。

5.競争入札に付することが不利と認めら
れるとき。

　【第６号】
（本工事と密接に関係する付帯的な工事や
現に契約履行中の施工者に履行させるこ
とにより、工期の短縮、経費の節約が確
保できる等有利と認められる場合等）
など全部で9号あります。
Q）中央市は他市より随意契約は多いの？
A）中央市における全体の随意契約の内、
約7割が第1号で規定する予定価格の範囲
内での随意契約となっております。他市
においても、同様であるため、同じ規模
の市と比較しても同じ程度の件数と考え
られます。

　今回は、随意契約についての勉強会で
したが、今後も色々なテーマを議員全員
で調査、研究を行い報告していきたいと
思います。

Q）随意契約は違法なの？
A）地方自治法では、一般競争入札を原則
としつつ契約の性質等に応じ、指名競争
入札、随意契約による方法により契約を
締結することが認められており、施行令
に該当する場合に限り、随意契約はでき
ると定められています。
Q）随意契約はどんな時に出来るの？
A）次のいずれかに該当する場合に随意契
約が認められています。
1.予定価格が中央市の規則で定める額を

超えないとき。【第１号】
（工事等の請負130万円、財産の買い入れ

(物品購入等)80万円、物件の買入(リー
ス等)40万円、業務委託等50万円など）

2.その性質又は目的が競争入札に適さな
いとき。【第２号】

　（すでに有る部分を同一施行者以外の者
が施工したときにトラブルが起きた場
合、責任の所在が不明確になるなど著し
い障害が生じる恐れがある施設、機械等
の改修、修繕等）

3.次に掲げる施設から物品を買い入れる、
役務の提供を受けるとき。【第３号】

　（障害者自立支援法に規定する障害者支
援施設や高齢者等の雇用の安定に関する
法律に規定するシルバー人材センター
等）

4.緊急の必要により競争入札に付するこ
とができないとき。【第５号】

　（災害等で緊急に必要になった物資の購
入や応急工事、水道管の毀損等により緊
急に行う応急工事等） シルバー人材センターと契約した仕事の様子



閉会中
の

勉強会

総務教育常任委員会

◆日　時　 令和２年７月29日（水）　午前10時00分～
◆テーマ　 「小中学校の新型コロナウイルス
  　　　　　感染症対策の現状について」

　総務教育常任委員会では小中学校の新型コロナウイルス感染症の家庭・学校に
おける健康観察、クラスターの発生リスクを下げる環境作り、学校における感染者
発生時の対応について運用や問題について教育総務課より資料や写真を使い説明
を受けました。
　今後も、調査、研究を行い新型
コロナウイルス感染症対策特別委
員会と連携して提言等行っていき
たいと思います。

閉会中
の

勉強会

厚生常任委員会

◆日　時　 令和２年７月29日（水）　午後１時30分～
◆テーマ　 「市内福祉施設等の新型コロナウイルス
  　　　　　　　感染症対策の現状と課題」

　今回の調査・研究は市内の福祉施設の特別養護老人ホーム田富荘理事長、田富
北保育園園長、穂のか相談員の方々から新型コロナウイルス感染症対策の現状と
課題について説明を受け、意見交換を行いました。田富荘では面会や業者等の施
設内の立ち入りなど感染予防の取り組み、田富北保育園では行事の見直しや今後
の心配など、穂のかでは通所事業
所での感染予防対策の難しさや事
業収入の減少など、多くの課題が
ありました。貴重な意見を頂き大
変有意義な勉強会が行えました。
今後、議会活動の参考にしていき
たいと思います。



閉会中
の

勉強会

産業土木常任委員会

◆日　時　 令和２年７月30日（木）　午前９時～
◆テーマ　 「市内の開発、整備状況現地視察」

　産業土木常任委員会では、ロジパーク建設予定地、豊富南部の圃場整備や山梨
県西部広域環境組合起業予定地等の現地を確認し各課から説明を受けました。ロ
ジパークでは山梨の物流の拠点になることや災害時の避難場所や物資の貯蔵、豪

雨における調整池や水路の説明を受
け、豊富南部圃場整備は図面を見な
がら今後の圃場整備について説明を
受けました。議員からはロジパーク
の周辺の道路の整備や圃場整備後の
活用方法など多くの質問が出ました。
これからも住みやすい中央市を推進
するため調査・研究を進めていきた
いと思います。圃場整備の説明を受ける



大鳥居

長田　員代橘田　雅春

市に望むこと

　私の主人は60歳で退職し、第二の人生を、好き
な野菜作りをしたいとの夢をかなえる為山梨に来
て、13年が過ぎました。最初はとまどう事ばかり
でしたが、おいしい野菜、果物、鳥のなき声、す
ばらしい温泉、すばらしい人にめぐまれ、充実し
た時を過ごしてまいりました。年を重ねるにつ
れ、これから先、車に乗れなくなった私たちの事
を考えると、病院、買い物等、できれば大きなバ
スでなく、乗り合いタクシーのように用事がある
時、すぐ来てくれる。誰もが安心して利用できる
事を望みます。
　高齢化社会の中、今年
はコロナの大変な中とな
り近所助け合って、すば
らしい中央市で元気いっ
ぱい、いつまでも暮らし
ていけたらと思います。

東花輪第3

 リーダーに望むこと

　先日安倍晋三首相が辞任を発表して、総裁選挙が
行われることになった。安倍内閣は歴代最長の長期
政権になったが、政権の終盤では、森友、加計問題、
桜を見る会等の疑惑が立て続けに浮上して国会で
も激しく追及され、その対応に追われた財務省のト
ップ官僚が文書の改ざんを部下に命じるという、あ
ってはならない事態まで引き起こした。しかも、改
ざんを命じられた部下が自殺に追い込まれるとい
う痛ましい出来事まで起きてしまった。安倍政権
は、経済再生等多くの功績をあげてきただけに、晩
節を汚す結果となったことは誠に残念である。
　世界の歴史を振り返ってみると様々な国の興亡
があったが、国が亡ぶ最大の要因は、社会のリーダ
ーたちの退廃だそうだ。私利私欲に走る、言動が虚
偽で塗り固められる、怠慢、傲慢、リーダーたちのそ
うした行動が国民の心を蝕み国が衰退していった
例は、枚挙に暇がない。社会のリーダーと言われる
人たちには、武士の時代には侍が事の成り行き次第
では腹を切る覚悟で物事に臨んだように、覚悟をも
って事にあたることを願うばかりである。

　今議会も新型コロナウイルス対策の予算が多
く出されました。学校などを始めとした人が集ま
る公共施設での感染対策や、コロナ禍で疲弊した
市民生活へのさらなる支援事業などが決まりま
した。各議員からも、様々な提案がなされました。
コロナ禍はいまだ収束が見通せません。引き続き
議会でも議論を重ねてまいります。
　また、議場にアクリル板を設置し、議会から感
染を広めることがないようにさらなる感染拡大
防止にも努めております。傍聴の人数制限なども

継続しております。皆様にも引き続きご協力をお
願いします。
　議会開会中の9月16日に菅政権が発足しまし
た。新政権による政策が自治体に影響してくるの
はこれからですが、新型コロナウイルス対策と地
方の活性化の両立を期待したいところです。

5
9

福田　清美

木下　友貴
笹本　　昇
薬袋　　正　  山本　六男
田中　　清　  小池　満男

さん


